
令和元年度 大阪府立成城高等学校 第２回学校運営協議会 議事録 

 

１ 日時 令和元年 11 月 11 日（月）午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

２ 場所 視聴覚室 

３ 内容 

（１）学校長挨拶 

（２）実施要綱第七条（保護者からの意見）に係る報告 

   特になし 

４ 本校の現状報告と取組み 

 （１）本校のかかえる諸課題について 

   ・遅刻、欠席数について、増加傾向にある。 

    →懲罰的なことではなく、状況を説明して説諭して生徒の心に訴えていく 

   ・クラブ加入率について 

アルバイトをする生徒数の増加に伴い、加入率が少しずつ低くなってきた。 

   ・体育祭は 317 名、学校説明会第１回 211 名、第２回 171 名の来場者があった。 

 （２）令和２年度使用教科図書の選定及び採択について 

 （３）学校教育自己診断について 

 （４）授業アンケートについて 

５ 協議 

   ・チャイムと同時に授業が始まり、チャイムと同時に授業が終わるのはすごいことである。 

   ・世界史の授業で、漫画等も取り入れながらすれば、わかりやすいのではないか。 

   ・プール横の循環器の音で、地域から苦情が出ている。 

    →防音シート等で覆い、改善済み。 

   ・地域のゆめまちﾌﾟﾗﾝに高校生も参加してはどうか。 

   ・成城セミナーの講座について 

自主性に任せると聞いているが、やりたいけど難しい生徒にはどう対応するのか。 

    →入り口まで引っぱってくることはできる。’teach’でなく’leaning’ 

    半期の単位認定もあり、生徒がやりたい勉強をするというのが画期的である。申込はいつ

からできで、単位認定が不要な生徒はどうするのか。 

    →申し込みは４月当初から中旬あたりになる。詳細は今後検討して行く。 

   ・教科書数が増えたのではないか。 

    →生徒が選択する科目数によって変わる。 

   ・学習支援員が２名いることで、特性のある生徒もフォローできている。 

   ・各クラブがどんなことをしているのか HP を充実させてはどうか。 

   ・中退率０％はすごいことである。ただし、どこの学校も転学率は高くなっているので、そ

ろそろ転学の数値を出してもよい時期ではないか。 

   ・不登校ゼロの表記の仕方を工夫してはどうか。（どうしても、休まざる得ない生徒もいる） 

   ・進路先のマッチングが大事である。 

   ・授業開始前から先生が教室で待機できるのは落ち着いている学校の証である。 

   ・読書離れ、活字離れしているので図書館をもっと有効的に活用してはどうか。 

   ・クラブでレクリエーション的なものはどうか。 

６ その他 

 ・次回は１月下旬予定 


